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実験の概要(*3)： 

 結晶の空間反転対称性が破れており低温で格子に非整合なヘリカル磁気構造を示すPr5Ru3Al2の粉

末試料を用いて、磁場中低温での中性子回折実験を行った。Pr5Ru3Al2 は磁化測定の結果より、低温

磁場中で複数の磁気秩序相が存在することが明らかになっている。近年、反転対称性の破れた系にお

いてヘリカル磁気構造が観測されている物質では、磁場中で磁気スカーミオンやソリトン格子といっ

た興味深い磁気秩序構造が観測されることが有り、注目を集めている。そのため、Pr5Ru3Al2 でもそ

のような特殊な磁気秩序状態が存在しているかどうかという興味から、低温磁場中で観測されている

複数の相における磁気構造の変化を観測することがこの実験の目的であった。実験は ORNL-HFIR の

CTAX 分光器において、低温高磁場が必要なため縦磁場の超伝導マグネットを使用して行われた。 
 中性子回折実験の結果、Pr5Ru3Al2 の低温で観測されているヘリカル磁気構造は、磁場を印加した

磁場誘起相では格子と非整合な状態を保ったまま伝播波数が変調することがわかった。一般的な希土

類化合物では磁場誘起相の磁気構造は格子に整合となるものが多いため、Pr5Ru3Al2 の磁場中での変

化は大変興味深い。現在、どのような磁気構造の可能性があるか解析中である。また、詳細な磁気構

造の変化を調べるには粉末試料によるかいせつだけではやはり難しく、単結晶を用いた実験を行う必

要性があることが判明した。 
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２ヶ月以内に物性研 ISSP-NSL Database (http://quasi.issp.u-tokyo.ac.jp/db/index.php)から activity 
report の提出をお願い致します。 


